
９ 2023年（令和5年）7月15日（土曜日） （第三種郵便物認可）
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▽
日
程
　
７
月

日
（
木
）
・

日
（
金
）

▽
場
所
　
苫
小
牧
市

工
礦
業
部
会
　
水
素

プ
ラ
ン
ト
視
察
見
学
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第

回
全
道
商
工
会
議
所
大
会
が
１
日
（
土
）
に
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ
た
。
議
事
で

は
、
北
海
道
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た
め

件
の
議
案
と
１
件
の
特
別
提
案
が
採
択
さ

れ
、
懸
案
事
項
の
解
決
に
向
け
て
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
国
や
北
海
道
に
求
め
て
い

く
こ
と
を
決
議
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
所
で
は
、
会
員
企
業
の
従
業
員
様
を
対
象
に
、

年
に
一
度
、
『
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
式
』
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
表
彰
は
同
一
企
業
に
勤
続
す
る
従
業
員
を
対

象
と
し
て
お
り
、
本
年
８
月

日
現
在
で
、
勤
続

５
年
が
経
過
す
る
方
、
以
後
５
年
ご
と
に
表
彰
を

行
っ
て
お
り
ま
す
（
５
年
表
彰
は
女
性
の
み
）
。

　
該
当
す
る
従
業
員
の
推
薦
の
受
け
付
け
期
間
は

８
月
４
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。
お
問
合
せ
は
当
所
総
務
課
０
１

５
４
（

）
４
１
４
１
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
員
事
業
所
の
み
な
さ
ま
へ

永
年
勤
続
　
被
表
彰
者
推
薦
の
お
願
い

１日に開催された全道大会で要望書を手交した

（右から）岩田会頭と岩永局長

約 人が受講した講習会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８日に行われた理事会

　
北
海
道
で
は
、
中
小
宿
泊
事

業
者
の
方
々
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
『
宿
泊
業
環

境
整
備
緊
急
対
策
事
業
』
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
事
業
は
採
択
制
で
、
旅
館

業
法
の
営
業
許
可
を
受
け
営
業

し
て
い
る
宿
泊
施
設
を
道
内
に

有
す
る
中
小
宿
泊
事
業
者
（
ホ

テ
ル
・
旅
館
、
簡
易
宿
所
）
を

対
象
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
及

び
省
力
化
の
た
め
の
設
備
導
入

の
経
費
を
上
限
額
５
０
０
万
円

（
補
助
率
¾
以
内
）
補
助
し
ま

す
。

　
申
請
期
間
は
８
月
４
日
（
金
）

ま
で
で
、
申
請
方
法
は
電
子
申

請
。
詳
細
は
同
事
務
局
０
１
１

（
８
０
３
）
０
１
２
３
ま
た
は

専
用
Ｈ
Ｐ
（h

t
t
p
s
:
/
/
s

h
u
k
u
h
a
k
u

―h
k
d
2
0
2
3
.
j
p

/

）
へ
。 道

内
の
宿
泊

事
業
者
を
支
援

物流の課題に対する政府の取り組みを

解説する蹴揚氏
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当
所
で
は
、
電
子
帳
簿
保
存

法
に
関
す
る
講
習
会
を

日

（
火
）
午
後
３
時
よ
り
道
東
経

済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
し

た
。

　
同
法
は
、
国
税
関
係
の
帳
簿

書
類
の
デ
ー
タ
保
存
を
認
め
る

法
律
で
、
講
習
会
で
は
同
法
の

概
要
や
来
年
１
月
か
ら
の
法
改

正
に
あ
た
り
必
要
な
対
応
な
ど

を
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道

Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
高

橋
由
之
氏
が
解
説
し
た
。

　
は
じ
め
に
高
橋
氏
は
法
改
正

に
よ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
作

成
す
る
帳
簿
・
書
類
や
紙
で
受

け
取
り
ス
キ
ャ
ン
し
た
取
引
関

係
書
類
の
デ
ー
タ
保
存
が
可
能

と
な
る
一
方
、
デ
ー
タ
で
送
付

・
受
領
し
た
取
引
関
係
書
類
は

デ
ー
タ
保
存
が
義
務
付
け
ら
れ

る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
保
存
を
す
る

際
は
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
の
付
与

な
ど
で
改
ざ
ん
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
〝
真
実
性
〞
と
、
税
務

署
か
ら
の
求
め
に
対
し
迅
速
に

書
類
を
提
示
で
き
る
よ
う
に
す

る
〝
可
視
性
〞
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
な
ど
の
具
体
的
な
要

件
を
解
説
し
た
。

　
さ
ら
に
「
同
法
へ
の
対
応
は

経
費
削
減
や
業
務
効
率
化
に
も

つ
な
が
る
。
会
計
ソ
フ
ト
の
対

応
状
況
や
取
引
先
と
の
や
り
取

り
な
ど
を
確
認
し
、
ど
こ
ま
で

電
子
化
す
る
の
が
最
適
か
検
討

す
る
こ
と
が
大
切
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
、
対
応
に
有
効
な
ツ
ー

ル
や
シ
ス
テ
ム
導
入
に
活
用
で

き
る
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
な
ど
を

紹
介
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
所
運
輸
交
通
部
会
（
益
子

良
弘
部
会
長
）
が
担
当
す
る
議

員
例
会
を
６
月

日
（
木
）
に

開
催
。
北
海
道
運
輸
局
の
蹴
揚

秀
男
交
通
政
策
部
長
が
『
最
近

の
物
流
政
策
の
概
要
』
と
題
し
、

物
流
の
現
状
や
時
間
外
労
働
規

制
の
自
動
車
運
転
業
務
へ
の
適

用
で
生
じ
る
〝
２
０
２
４
年
問

題
〞
な
ど
の
課
題
、
政
策
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

　
冒
頭
、
益
子
部
会
長
が
「
経

済
活
動
や
道
民
の
生
活
を
支
え

る
物
流
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
き
、
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
は
じ
め
に
蹴
揚
氏
は
「
北
海

道
で
の
国
内
貨
物
輸
送
は
８
割

以
上
が
道
内
間
輸
送
。
そ
の
う

ち

％
が
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ

て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

　
ま
た
物
流
の
現
状
に
つ
い

て
、
直
近

年
で
１
件
あ
た
り

の
貨
物
量
が
半
減
す
る
一
方
で

件
数
が
倍
増
し
小
口
多
頻
度
化

が
急
速
に
進
行
。
「
売
上
高
物

流
コ
ス
ト
が
上
昇
し
企
業
活
動

に
も
影
響
が
出
て
お
り
、
物
流

業
界
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
」
と
話
し
た
。

　
２
０
２
４
年
問
題
に
つ
い
て

は
、
今
後
対
策
を
し
な
か
っ
た

場
合
、

年
度
に
輸
送
能
力
が

％
（
４
億
㌧
）
、

年
度
に

約

％
（
９
億
㌧
）
不
足
す
る

可
能
性
が
あ
り
「
政
府
全
体
の

課
題
と
し
て
緊
急
的
な
対
策
を

打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

関
係
閣
僚
会
議
を
設
置
し
て
か

な
り
の
ス
ピ
ー
ド
感
で
物
流
革

新
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

　
な
お
政
府
で
は
、
総
合
物
流

施
策
大
綱
に
沿
っ
て
①
簡
素
で

滑
ら
か
な
物
流
②
担
い
手
に
や

さ
し
い
物
流
③
強
く
て
し
な
や

か
な
物
流
を
３
本
柱
に
、

年

度
か
ら
５
か
年
の
計
画
で
物
流

の
効
率
化
や
労
働
環
境
の
整
備

な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

　
全
道
商
工
会
議
所
大
会
は
、

毎
年
各
地
会
議
所
の
持
ち
回
り

で
開
催
し
、
北
海
道
経
済
の
持

続
的
な
発
展
を
図
る
た
め
に
道

内

商
工
会
議
所
が
一
丸
と
な

っ
て
道
内
の
中
小
企
業
が
抱
え

る
課
題
や
地
域
の
懸
案
事
項
の

解
決
に
向
け
て
各
地
の
意
見
を

集
約
し
、
関
係
機
関
に
対
し
て

要
望
を
行
っ
て
い
る
。

　
１
日
（
土
）
に
苫
小
牧
市
内

の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王

子
で
開
催
さ
れ
た
本
大
会
に

は
、
全
道
か
ら
正
副
会
頭
ら
約

３
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
北
海
道
商

工
会
議
所
連
合
会
の
岩
田
圭
剛

会
頭
よ
り
「
３
年
に
及
ぶ
コ
ロ

ナ
が
５
類
へ
移
行
し
、
北
海
道

経
済
も
い
よ
い
よ
ビ
ヨ
ン
ド
コ

ロ
ナ
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

一
方
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材

料
高
騰
や
人
手
不
足
な
ど
の
様

々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

中
小
企
業
が
活
力
を
取
り
戻

し
、
成
長
軌
道
に
乗
せ
て
い
く

た
め
需
要
喚
起
策
や
価
格
高
騰

緩
和
策
、
価
格
転
嫁
の
促
進
、

賃
金
引
上
げ
環
境
の
整
備
へ
の

支
援
が
必
要
で
あ
る
」
と
、
地

域
の
声
で
あ
る
要
望
項
目
を
国

や
北
海
道
に
伝
え
て
支
援
を
求

め
て
い
く
と
強
調
し
た
。

　
ま
た
「
新
た
な
産
業
が
芽
吹

き
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
そ
の
チ

ャ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
活
か

し
、
波
及
効
果
が
北
海
道
全
体

に
広
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て

北
海
道
経
済
産
業
局
の
岩
永
正

嗣
局
長
、
北
海
道
議
会
の
沖
田

清
志
議
長
、
岩
倉
博
文
苫
小
牧

市
長
、
日
本
商
工
会
議
所
の
石

田
徹
専
務
理
事
が
祝
辞
を
寄
せ

た
。

　
議
事
で
は
、

件
の
議
案
と

１
件
の
特
別
提
案
に
つ
い
て
道

内
各
地
の
商
工
会
議
所
会
頭
よ

り
説
明
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
久

保
俊
幸
函
館
会
頭
よ
り
大
会
決

議
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
に
は
、
岩
田
会

頭
か
ら
北
海
道
経
済
産
業
局
、

北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
胆
振

総
合
振
興
局
へ
要
望
書
を
手
交

し
、
支
援
を
強
く
求
め
た
。

　
北
海
道
商
工
会
議
所
青
年
部

連
合
会
（
＝
北
海
道
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

の
理
事
会
が
８
日
（
土
）
午
後

４
時
よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
道
内
各
地
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
約

人
が
釧
路
に
結
集
し

た
。

　
冒
頭
、
川
村
忠
司
会
長
（
留

萌
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
）
よ
り
「
私
た

ち
を
苦
し
め
続
け
た
コ
ロ
ナ
も

少
し
ず
つ
落
ち

着
き
始
め
て
い

る
」
と
挨
拶
が

あ
り
、
各
地
で

も
イ
ベ
ン
ト
等

が
忙
し
く
な
る

中
で
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
に
対

し
謝
意
が
述
べ

ら
れ
た
。

　
理
事
会
で
は
、
協
議
事
項
１

件
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
９
月

１
日
よ
り
開
催
さ
れ
る
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
の
参
加
が
呼

び
か
け
ら
れ
た
。

　
理
事
会
後
に
行
わ
れ
た
懇
親

会
で
は
、
釧
路
名
物
の
ス
パ
カ

ツ
や
近
海
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

介
類
を
使
用
し
た
料
理
な
ど
が

振
舞
わ
れ
る
中
、
各
地
の
メ
ン

バ
ー
が
交
流
を
深
め
て
い
た
。


